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量

(添付書類) イ ベ ン ト 等 事 業 実 績 報 告 書

圃体名
書永師グラウン ド摯ゴルア連盟

活 動 基
赤穂経 上郡覇 単鱗鱗申 3地区交

流グラウン ド・ゴルソ交歓大会

1 事業ヂ)実施内容

鬱 実 施 聯 隣 (地 域 )

備離中奮ぷ瞭書永中D&義海洋センター

グラウンド

⑫ 実施難睡

轟 平成 帥 年 帥 薦 赫 締

至 平成 30年 1◎ 月 1参 澤

参 実施体制
。藝体構成量    2童 轟 苺一般参驚者  341理  。ボランティア    亀

轟 :  __ __.___一―墨 計  338堪‐

鬱 事業実績 (実行委員会や準備作業鋤事業実施等鈴主な実簸 撃ゝ内容をご記入くださいの)

平成 30年 2躍 2轟 購:こ藤穂市 。上郡町・憔鋳市 (備鏡地区、藝生)の連憑会長と纂 掌国大

会をこやし・ て電話、轟談‡こよる協議を行いました。

価催爾、聞羅場所、参加人数等母了解が得ふれためで、それぞれ砕会長|こ 岡年 3月 4爾 :こ

文警:こ よる案曲をした。
圃年 7周 2酵 |こ 、開催欝咽、大会申込書をそれぞれ翁会長:こ送付 し、募集をわた。

参驚爾標を、赤穂市が 1.29Å、上郡町を6● 人、備鋳市を2舎 0人 おした。

問年 1◎ 月 19翻 :こ、轟構予定していた参加人数を若千下懸 り、803人 の参加の轟、3
ホールX3ゲーム懺4ホールス ト凛―クプレーを実麹 した。

表緩|こ うし'ヽ では、 1位～15鐘及び 豊轟位タイ賞を援与 lプ た争そ鋤他に抽選でテッキー1賞

GO機及び参力猥賞な全量́に緩与した。
ホーーRルインデン驚t》援与しましたガ、 1幸 ○簿鈴ホーールインプン基金を頂きゝ基金翁合計

額を購れ嬢県グテタンド・ゴルプ協会に送金 した。

大会終了時爾まま、 16時奪ф分でした。

来賓まま、備鱗中市晨様の代理、企画課長様、冒曲県畿会議員様の代理、奥様:こ お越ししヽた

だき、ご譲拶がおりました。申晨、県議様じヽずれも所鸞があり臨驚がなかった中

離付資料は、プ脚グラム・成績表を添付しますめでご参照を下さい。



2 事業実施翁成果 と今後鍮課題

機 事業実施の成果

大撫要項に掲げている趣旨の通 り、生涯スポーツの普及が充分:こ 図られた寺
そして、大会の所難議鋳:ま十分達成することが義来ました。
大会を通 じて技術轟上く)甕 られ、3地区の参加者権二勢親鐘と交流が充分図られ、大き
な成果があつた大会となりました。

第 1国大会 2轟 4名 、2国大会 313墓 、今回第 3麗大会 363理 と置数を達 滲うち|こ

参加者ガ靖撫 しました。マンネ リ化を懸念 していましたが、多数俳参熱鋳轟、成機裏:こ

大会を終え蕪ことが轟来ました。

② 今後げ≫譲瞳

構鱗市|グラン ド摯ゴルア主催 春吉永畢0連盪主管:こ で、第 1難、2難大会≧t)、 書永岬
の地で覇催する1通亜りましたが、これ,|ま、グラウン ド状態、広さ、駐車場、大会経験を
議案 したち翁で、次潮|こついてまま、本大会終了後,こ 各会長が集ま響、協議 した結果、大
会母継続が菫要でおり、特1馳爾催を構壁されるi_4盟 を優先して実施する事となりましたキ
来年度倦剛催募集鋳難が来たわ、再度、各連盟が集まり協議 して決定する事となつた。
な麟、次購闇催場所:こ やいてまま、古永町CG達盟でままスタッア郡少なくなり、書永以外
で実施するようお礼績:こ適驚 じ,ま した。



収 入 支 轟

モ曲癬》

参麟料 《纂幸◇爾X.

黛Å》

ホーノレインアン朧劣

待鏡からや餡饉傲

《奎隕》

1 1,5寺 舎舞/

議7,轟 ΦO鐸 z

参0ま ⑬攀◎
≫

だ

ヽ

(聰審〕

/*参議巡・ラッキー賞・

本―ルインアン賞
/摯 7位～ 豊基盤 彙麟打凸

 ́ 鍮賞墨代

華 1紘～ 3位までの ト

凛アィーげ驚

*1位 ～ 導歓ま噌鍮賞

姦負

参議賞 《押轟》

*1藝 傷予搬褥料

*源 ピー趨織代

本文具代

*鍍、ポールスタンド

輩華選料

奪薫ピー代・プソント代

二真重

ン
「

鏡

ネH・ 攀轟金桑機会へ選

金

(金額)

弩 り 書⑬攀◎麟
プ

慇  ゙懸申 ◎影響

拿,参 ◎奉舞∬

/
11,等 ◎参醐

/
74,240栃

暴=馨 97霧 |

摯 驚6魏 /
3F 197騨 く

懲i 轟纂叢舞恣

轟ま0中 ◎鞠ど

17,疇 翁◎
翡

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃヽ
墨
プ

隕

熙

辟

は
米
労
吻
欝

鵠

/
ム響 計 3忠 91 l① 舎弓 人

1 1:i:::

轟
鍮 摯 拿 9, 1◎ 撥II]

ll鏑収書等伸写し、又まま収入及び支轟を続権:磁隷できる書類を添付してください

(添付警畿)

イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

鏑戦書等伸写し、又まま寝入及び支轟を驚権:こ確

句
ぢ
難
外
へ
納
構
罐
げ

2,支援対象経費|こ は率を記載鐸こと



鵞

(添付書類) イ ベ ン ト 等 事 業 実 績 報 告 書

団体堪
東檬 西播定住 自立圏域華露FG懲
協議会

活 動 名
第 9璽親善ゲー トボー議大会

④ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施日、内容をご記入ください。)

1月 19爾  赤穂市民会館にて前年度開催地より継続受:す る
鵞潟露2輔  蕪譲華磐彗連盟 理事会轟鐘

大会鋳素案の打ち合オフせ
3月  6目  南方会館にて大会の予算打ち合わせ
3月 23聞  備前市役所体育協会申請書依頼
4月 21爾  イベン ト推進支援審査会:こ轟慮

支援金雛 42, 00● 爾:こ 義定

5月 10日  第 1回 3市町の実行委員による大会開催 日時 内容打ち合わせ

備前市GB連盟の主管で備前市三石支所会議室開催するG

6貫 14爾  欝 9回難善ゲー トポール大会難鍵1業蕪む難進す
8月  6爾  備前市 GB連盟理事会開催 実行委員による参加チーム数の確認

各市町より大会参加チームの確認
近隣市町に参加要請
上隷轟難:こ後緩鐘嚢へ苺魔機籍書∴鍮魯菫:轟

:

8月 25日  維講市 cB連霊理事会開催
大会開催の準備書類等の確認 対戦チームの組み合わせ推選実施
大会当日の大会役員の役割分担等の打ち合わせ

9月 19目  大会プ渾:グ ラム制作
9月 20韓  鐘鱗事 c馨 連盟役員会翼催 し22爾 嘉のた鋒グラン 汀コンデションが

悪く開催を中止 し10月 8日 に順延することに決める
3市町代表に連絡し、各チームとも出場できるかの確認をお願いした
参加賞 賞品 の仕分けを行 う

1巻 爵4諄 二糠変更有幸'たが予1欝遷等轟参議数
.と

な磯プ韓ダチユ藉や 警直 こをする
10月 6欝  役員集合台黒の接近上睦の可能性轟り今爾も中止し11月 15爾 に再度

順延する事に決める3市町代表に連絡
11漏 11鐵 関係役員で組合せ抽選 を行 う
11爆 14簿 大会役員で会場準維

1 事業の実施内容

0 実施場所 (地域)

備前市吉永町B&G海 洋センター
彗 実施期毒

き 平成30年 11月 1悪 爾
至 平成30年 11月 15爾

鬱 実施体tll

∴聾隻擁虚量_旦■i__皇 三下鑽参難者8   理 ・ボランティア  奪 亀
:   __      墓  ・ 皇      計  2234

2



11月 15日

′
12・ 嬉 6.置

ゲー トボール大会実施

義蜆薫市長縄石様  儘難市長爵原様 鐘轟墨八会饒県内藤機 闘l_4ざ

県GB協会会長池置様を迎え、40チーム 213名 の参加を得て第
9回親善大会を 開催した。

国会議員よリメッセージを戴きました 皆さんに披露させていただき
ました。

1第2冒譲議会開催 反書会と数年度開催の打ち合わせを行 う。

3



2 事業実施の成果と今後の課題

舎 事業実鐘鍮黛‐黒

当日は朝から鋳天で絶好のゲー トボール日和で気持ちよく試合が出来ました、3市町及び

近隣のダー トボール愛好者が待ちに待つた顔ぶれが再開できたことで楽 しんで頂いたと

思います

ゲー トボール連盟の皆さんの協力で何事もなく無地に終了することが轟来ました。

今鐵1ま公民饉録うぐいす馨 と、救護斑で,ま救急車の配備をし、市民の協力:こ より競技を

盛 り上げて頂きました。
気分を悪くしたり、 怪我をする人もなく無事に開会式を 行 うことができました。

主催者としては成功裏に大会を終えることができた。

② 今後の課題
全般的に高齢者が増え体調を崩す人があリゲートボール人口が減少気擦になり、チー

ム数も減 りつつある。

今後鐘 卜1ジ プノンマギチ奪検討する時聾とも黒拳オ1.轟 将轟韓.銀ξ意考え:建 必要‐あるキ

4



(添付書類)

イ ベ ン ト等 平 薫 収 支 決 驀 藝

収 入 支 出

(内容)

推進協議会助成金

9回大会参カロ費

(3,000円 X4

前回繰越金
0)

(金額 )

142
120

41

000円
000門

072円

/

(内容)

*運営会議諸費用

兼通信費
*用具費
*大会費

(参加賞賞品他 )

華護義轟

(得点表 オーダー表他)

事務用雑費

次回繰越金

(金額) 、

夕fす史ノ

史PF勝  毒苧宇書毛

円

門

1,080門
214,908円

3,048円

10,071円

40,786円

Joi a74
,*l;.

△
ロ 計 303,072円  」 ム

ロ 計

1.領収書等の写し、又は収入及び支出を明確に確認できる書類を添付 してく瀾
′
ヽ

ζ.支援対象経費に!ま *を記戦のこと   6
書類を添付してくださ等ヽ。



3
(添付書類 1) イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名
忠臣蔵交流楽碁会

活 動 名
忠臣蔵交流囲碁大会及び

こども圏碁教室の開催 他

1 事業の実施内容
① 実施場所 (地域) ② 実施期間 (開催準備期間を含む)

1)轟臣藤交流圏碁大会

予選大会 赤穂市文化会館 だヽホール、襲示室

決勝大会 赤穂市文化会館 展示室

平成 30年 5月 1日 より準備に着手し困碁大会まま

平成 30年 12月 1露 開催

2)こ ども囲碁教室

赤穂楽碁会甕碁サコン
平成 30年 4月 ～平成 31年 2月

毎週土曜露 10100～ 11130開催

3〕 赤穂ふれあい囲碁大会

赤穂楽碁会藝碁サロン
毎月 第 2日 曜日 10100～ 16:00開催

4)花岳寺通り商店街の「土曜夜店」に参加

赤穂楽碁会甕碁サロン

6月 -7月  土曜 日 17:00～20:00 開催

0事業実績と成果

1)患臣蔵交流観碁大会

平成 30年 4月 、赤穂市、上■ll町、備前市の囲碁クラブより大会実行委員 21名 を選出し、2市 1町の共同
推進体網と役蒙分担を決め準備活動を開始した。
12月 1日 の大会は参力猥者 177名 (除 く 実行役員、ポランティア)で九J鷲から2名、曲爾県から1名の遠隔
地からの参加者もあり、年齢的にも上は鶉 歳、下は幼稚熙児まで老若男女が終日圏碁交流対局を楽しん

だ。クラスElj参加者の内訳はAク ラス(5段以上)40名 、Bク ラス(2段～4段)67名、Cク ラス観 段,1級
～4級泌7名、Dク ラス(5級以聴 13名であつた。

また関西棋院の新垣九段、林六段に審判と指導対局をお願いし、参加者から大変好評であつた。
当大会:ま 日本の伝統文化である囲碁を通じて、東備西播地区 (赤穂市、備前市、上郡町)の地域間交流、
世代間交流と地域活性化を推進する目的で開催 してきましたが、今回で終了致します。
大会には、東備西播地区だけでなく兵庫、大阪、両幽亀 210名近い参力聾者があり、大石内蔵助と囲碁
の知基度アップにいささか貫献できたと思います。             ギ|

2)こ ども囲碁教室 (次世代のこどもと父兄およびシルバー世代へ圏碁入門講座開催)

こども囲碁教室|ま平成 20年度からスター トし今年で 11回 目となり、延べ 200人近い子供に教えてきた。
今年度は平成 30年 5月 より,毎週土曜日10時～11時 30分、赤穂楽碁会圏碁サロンにてこどもと一緒に
父見及び大人の初心者にも囲碁入F号講座を開いた。

3)赤穂ふれあい囲碁大会

近隣の市町の囲碁愛好家に呼びかけ、月例囲碁大会を開催しているが、平成 30年度は 10回開催し延べ 373

人参加した。

4)花岳寺通り商店街の「土曜夜驚」

次世代のこどもに圏碁の面白さをPRするために、花岳寺通り商店街の「土曜夜店Jイベントに参加し、
夕方 6時より楽碁会囲碁サロンを開放し、囲碁を知らない子に、碁石を使つたゲームで楽しんでもらつた。



(添付書類2-2)

金額(円 )

クリーニング代

諄
:爾

インク費薄

ハガキ用紙
ボードマーカー
タックシール
修正液
t―パーバッグ他

ベーパー′ミッグ
対島時計用電池
布テープ
義士ハッピ

ノミツコンインク
プリンター消耗品

″

マダ電機
ディオン
′′

ι~1/

2-2/
2-3/
2-4/
2-5/
2-6/.
2-7ノ/

2-8/
2-9′/

2-10/
2-11/12-13/
2-14/
●_1環 /

29.450
集案内往復ハガキ

会場付属設備
対局設備借用費

会場借用費
付属設備使用料
碁盤,碁石,対局時計

穂市文化会館
赤穂市文化会館

西棋院(含む運搬費)

友建設設計事務所
150,518

審判及び指導費(3名 )

審判宿泊費
費交通費を含む

110,000
369,000 350.654

昼食費
決勝夕食費  rr
大会打上1ザ費
謝礼 他

大会賞品

昼食費(予選)

夕食費(決勝)

大会打上
協賛 おネL品

塩味餞頭
お菓子(子供参加賞)

塩ぐいのみ

フォーティセブン
山野製薬舗
んヽ川本舗

1 /・
9-Q´じ9-ν

/

3-9/

11::ク

189,397
支出総合計 561,000



4

添付書類  イベント等事業実績報告

団体名 赤松手づくり鎧.鬼の会 活動名 戦国武将よろいカブ ト交流事業2018

1事業の実施内容

① 実施場所  (地域)         l② 実施期間

町立赤松公民館・ 1日岩本幼稚園他   1  自 平成 30年 5月 5日

至  平成 30年 12月 14日

③ 実施体制

団体構成員 赤松手づくり鎧、兜の会講師 10名 募集参加者 10名 合計 20名
④ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業)

5月 から11月 にかけて年 20回の教室にボランティアで講師を派遣し11月 に甲冑の着

付け完成発表会をおこないました。

5月  5日 (土)講座開講式  説明会型取り

12日 (土)兜 (型紙パーツの切 り出し)

22日 (火)兜 (鉢つくり

6月  2日 (土)兜 (布補強ニス及ペンキ)

9日 (土)兜 (飾 り布張り付け)

26日 (火)兜 (組立)

7月  7日 (土)鎧 0同組立)

14日 (土)鎧 0同布補強)

24日 (火)鎧 0同布補強ニス・ペンキ)

8月  4日 (」ヒ)鎧 (月同飾 り布張り付け)

11日 (土)鎧 朝同組立)

28日  (メk)ネ由てづくり

9月  1日 (土)草づ り

8日 (土)袖・草づ り (布補強ニス・ペンキ)

28日 (火)袖・草づり (飾 り布張り付け)

10月  6日 (土)紐通し

13日 (土)草づりと胴の組み合わせ       ´

23日 (火)仕上げ

11月  3日 (土)仕上げ

10日 (土)仕上げ完成発表会

⑤ イベン ト参加報告

4月 29日 (土)西播磨ふるさと特産館GW特別イベン ト出展

5月  5日 (日 )2018相 生ペーロン祭パレー ド参加



7月 29日 (日 )ひ ょうご博大阪

8月 25日 (土)イ オン (株)連携事業マックスバ リュ SCイ ベン ト加古り|1店参加

9月 23日 (日 )戦国尼子フェスティバル参加 (島根県安来市)

10月 13爾 (土)ひ ょうご元気む ら大交流会参加

21日 (日 )姫路市置塩城まつ り (夢前町)

11月 3日 (土)イ オン (株)連携事業マ ックスバ リュ SCイ ベン ト上郡参加

11日 (日 )上郡町商工会まつ り参加

23日 (金)第 25回 白旗城 まつ り参加

備前市片上より富田松 山城片上甲冑隊・備前ろくろ踊 りの 39名 が

参加

12月 2日 (水)第 115回 赤穂義士祭パ レー ド参加 (赤穂市)

義寺tti´をi=■ ■ 二1111■111■ 碁■ ti:墨 t:IFl:=j√タート享1姜:iSt名 合葬1:`轟 き違参

力El

⑥ 出前講習会

県立上郡高等学校 「社会人基礎Ⅲ」事業指導

2事業実施の成果 と今後の課題

① 事業実施の成果

私立ち赤松地区は、豊かな歴史・観光資源に恵まれた地域も近年若者の転出で過疎

化が進み限界集落の地域もある中、以前は苦労して若者対象
｀
とした催 しを行つていま

したが、今住んでいる人の健康・交流が第 1と 発想の転換を図つてまいりました。

おかげさまで年FFD l l回のイベン トに参加 させていただき、子どもに対 しては参加

希望者に提供・貸出出来るくらいに甲青の数も増え活動ができました。

各イベン トも30人越えの参加 となりますので本来厚紙で出来ていますので痛みも

沢曲でてきましたので修理などを施 しています。補助金のおかげで修理などの費用に

あてさせていただき感謝申し上げます。

今後の課題は、後継者育成で少しでも長く活気のある赤松地区を持続できることと

赤穂市・備前市との交流を図りたいと思います。
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5月 24日 丸紐代1,o20振込手数料540/ /2,169 中戸川  /・ 3

5月 30日 らゃ出しニス/ / 3,333 オフコノ
イ

年

V 6月 17日 長禁呉ξ温馘 :警/ 角元@450× 11 / 13, Bsg浄西邦明/ 【社
，》

6月 17日 合皮@2,052× 2〒4,104値引411/ / 3,69ぅトーカイ/ ι

8月 2日 角元@300× 10パイプ@100× 20/ / 5,000 ‐中西邦明 . 7
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酢
轟
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10月 9日 カシメ代 (全 襲う/ /26,4摯 日本紐釦貿易株式会社
ノ まふ

11月 3日 z/Yyft)YF*4Y, / / 1,513 たマダ電機/ まり

11月 29日 2.F.,/ @41O X 15 / /6,150 ?*r*Trz /f蝙

11月 30日 記録写真印画紙 「 //5,37ラ 牛マダ電機/ ∫輯

12月 18日 GLr (,{':r) / /1,12鳥 オ フコ /′
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(添付書類) イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名 3Mプロジェク ト協議会 ´
彗 義 名 窮露9獲藝シ

や
ャニ

や
チャンンシ

や菫ンサート

1 事業の実施内容

巻 実施場所 (地域}

赤穂市文化会館 (ハーモニーホ早ル)

小ホール

彗 実施難問

白 平成 30年 3月 23難 (本)

至 平成 3奪 年 皐薦 量3調 (本)

0 実施体tll

・圏体構成長 10墓  。一般参加者 甦参違 毒赤穂小学校金管バンドクラブ 34墓
・ 韓生中学校吹奏楽諄 14名  ・赤穂西中学校吹奏楽部 ・32墓  計 110基

① 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施 露、内容をご記入ください争}

碁月 参加校の変更

当初上郡高等学校吹奏楽部の参爆を予定していたが、鐘行事と参重複 じ

参加が塞来なくなつた為

参加校は、赤穂小学校金管バンドクテブ、萎生中学校吹奏薬議

赤穂西中学校吹奏楽議 鍛 3校となる

6月 共催 赤穂ま文化とみどり財団

後援 赤穂事教育委員会、備議事教育委員会、上轟覇教育委員会 承認を得る

広報チラシ作成 奏係轟・
f4、 参議技に配布

7月 NY在 住参轟免信喜 (ジャズギタジス ト}よ り各校に課題音源が難信される

各校の参議者は、雇いた音源をf4:こ覚えさせることに努める

7月 ～8月

各参加校と高免信喜 (NY)メ ール等で情報交換

その他

会場レイアウト、進行方法等母打ち合わせ (σll、 7虚碁、8ノ鉾

楽器運搬 運送会社に依額  韓∫7)

台風接近による対応協議、緊急連絡網参準備 (3虚0)

開催 澤当薄 (8月 鵞3簿 )

慾00～ 機材搬入、会場設営
1拳:00～赤穂小学校金管バンドクラブ、甕生中学校吹奏楽部

赤穂西中学校吹奏楽部の1療に WlottSttp を開催する

13:00 台風 20号が接逓 し、兵庫桑赤穂ま、爾蕪果備講ま:こ警霧が発令されたため

開催予定参公開会演 (1暮00～1蓼奪攀)の中止を決定する

13:30 各校 帰路もこ就く

14:00 スタッア、関係者解散



露 事業実施の成果と今後の課題

魯 事業実施の成果
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(添付書類)

イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

1.領収書等の写し、又は毅入及び支麗を萎薙に確認できる書類を添付 してください。
2.支援対象経費に:ま 率を記載のこと

収 入 支 塞

(無容)

定住自立圏補助金

協賛金等

自己資金

(金額 )

188,000
100, 000
48,026

/
(内容)

*謝礼 高免 トリオ

*宿泊費 高免 トリオ

*会場使用料

*楽器運搬費

*チラシ作成費

*通信費

*事務用品費

小計

スタッフお茶等

334, 289

1, 737

△
目 計 386,026 △

口 計 336, 026
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《添付書類} ぱ ベ ン ト 等 事 業 実 鐘 議 告 書

膚 ネ 鍮量 覺 雉 颯 等蠅 境募ゃÅ蜃

l 事業の実菫内容
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(添付書類) イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名 赤穂市バスケットボール協会 活 動 名 第 5回 螂 カップミニバスケットボール大会

1 事業の実施内容

O 実施場所 (地域)

赤穂市民総合体育館
② 実施期間

自 平成 31年 1月 27日
至 平成 31年 1月 27日

③ 実施体制
:団体構成員 11名  ・ボランティア 16名 ・男子 78名・女子 60名  計 165名
地域別内訳(選手のみ):赤穂市 47名 上郡町 31名 備前市 24名 他 36名

④ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施 日、内容をご記入 ください。)

平成 30年 11月 実施要項作成、送付
12月  組み合わせ抽選 審判振 り分け

平成 31年
1月 26日  コー ト作成、スタッフミーティング

1月 27日  大会実施 ミニバスケットボール (小学生)



事業実施の成果 と今後の課題

事業実施の成果  ■

今回は中学生の部、高校生の部共に日稗が合わずミ三バスヶットボエル (小学生)のみの

開催であづたにも関わらず、前回並みの参加者が確保できたことはこの大会が

近隣地区で認知され、定着化が進んでいるものと考えます:

加えて、実施場所が赤穂市民体育館で暖房設備も整い、観客 (父兄他)が楽しんでゆつく

り観戦できる場を提供できることは東備西播地区の近隣大会にない有利な点とならてい

ます。

今後の課題

従来よりの参加チームからも大会の存続を強く希望され、新 しいチァムの参加希望

もある中t交付金の減額で大会自体を存続できるかどうかを思案中です6

また、前回実施 した中高生部門の復活をとの依頼もあり日程調整、開催場所と

審判の確保他課題は多くありますが、協会 として大会の存続に向け努力 してゆくつもり

です。



(添付書類)

イ ベ ン ト 等 事 業 収 支 決 算 書

1.領収書等の写し、又は収入及び支出を明確に確認できる書類を添付してください。
2.支援対象経費には*を記載のこと

収 入 支 出

(内容)

交付金

(金額)

163,599

(内容)

景品(ト ロフィー)①
景品(ボール)②
参加賞(缶バッジ)③
振込手数料 ④

体育館使用料 ⑤

ラインテープ代 ⑥
コピー代(案内)⑦
コピー代(ス ケジュール)③
救急用品 ⑨

消毒液 ⑩

飲料・茶菓子代 ⑪

飲料・茶菓子代 ⑫

審判0ス タッフ昼食代⑬

審判代 ⑭

(金額)

11,856:

9,525ノ

27,540

108″

19,100く

7,500

470ン

555

477′

598,

1,514,

35Q・

16,000_

68。 000く

八
日 計 163,599メ ∧

口 計 163,599_
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番轟霧愧 》       ぞ ベ ン 許等 事 書 蔓 畿 糠 告 書

轟鉢亀 ヨ資鮮 f〆
|ダじ卜/ヾ

ィド式レフ鮫 難 轟 違 ⑪鮮   鷲
1 事業曇実施白容

機 実施場所 (地域)

4√‖
|ノ看ll禁9J毎ノギ勁り場

⑫ 実施難問
自 平成ず′年ノ/月 3霧
至 平成メθ年 /ノ 月3 饗

0実施体ell

・藝体構成員  40峯
・         墓

瀦 蕉市
一般参加者 /2 名 ボランティア  え 墓

上な町 θ墓 計     墓

① 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施日、内容をご記入ください。)

θゞ岸,42よ A 協▲月馳緯策にて燿ズ江色′蠣卜ついて移久
4「 /6 協会機会にく妥推色2俎孝晨額 生〃たえ
4澤 ノθ颯  瓜募   中熊 左解亀ゑ

4Rた/旦   n茅晨ハ藩畿会にハふ
4日 が 菫  関総た、ハ緋電R  lこ っヽ 【ヽオ丁か夜ス各ト

(ふ薇澪.二作町`碑蕉4)
チa 7諷   人λ更1冤ξ寿才爾数L(   スボ″ソ″乞髭多勿象島
子月)η 巨  夕「た晨♂1火ハざ11-凛蟻論りだレ鯨盆だ察滅ズ4/に

∠島46  た久二彦多有ひ色   ス諄ッ滋髪象魚)

/″ 貫 Pa 樵そ4ス ボ″ッヵス物バνにあ脅0

7-ゞタトパリトツンフo千｀レストレ%>左.え贅乞t

ふたな(‖ 43E〕ハれ麟

/,日 2た  ハ乳にζ人公コースハ老礁
/ノ 晨え凰  大会闊ィと葬ヵ亀
//尋 3量  たか闊佐
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2 事業実施の成果 と今後の課題

① 事業実施の成果

猫承争、4薇琴ス会員t一月な参組今ιt.た晨たるたす久
争たふし`ふ|ヽ しブ■t卜 /ヾτドJじブ

^つ午丁盪at‐ tれ鷹t

たれた暉5ご C移ゞ
=采

毎 薇全た″、こか彙く:二海町ハ)

参綱/パ なが二各:             ‐

② 今後の課題

僣 ♯寓孝:上琴 鰯
「

iユ 博 薪電電o7ギゾトだ二■ 助/7三 二え′颯 書たろ
爺篠デイ質

“)子事哺袈コ|ス を薇極角に薦歿 tく。|

人牟1予 なこギ1琶学八欲暦隼之,た多た:穫竹な比海所に
なかlTく ,テ

ヘみンストレイルニン乞。家勁乞t、 9ニプしトノヾ|ド′コ町ウぬ・
麗色みを体験 (Ztらぇ5,鷹1警″(■ ヽヽぉ

｀ヽ
、ヽ

"´
′́

/
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(添付書類)

イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

1.領収書等の写じ、又は収入及び支出を明確に確認できる書類を添付してください。
2:支援対象経費には*を記載のこと

収 入 支 出

(内容)

燿住台ぇaをなコぬ

人公参夕1竹
夕″メレX3θク

筋ハ∫Dグ4

(金額)

/8よ、′οク/

?.0 o o :

∂θ

(内容)

解 1ス 1猾L
/4ん メタヽ′。θ

縁1凝62娠″ペ

代θ”た
Ｚ
〔
Ｆ
／

′r/11ペ

ヘ′”
者
ノ、

娩

絆
●

貧
一

４
　
一一

(金額)

.:7;:.42". o o o

③ 米ヽ ―゙夕、IF♭´

0‐ 永 スクFま
″
ブ

一① ふ4ぷ、?メ /

/:

未33、 ′ル♪:⑥

　

一

／
γ

ヽ            ′

轡 米‐ノ、′|´ タ

合  計 /′ 4tθ 8θノ 合  計 /―夕4t′ ∂́〆

ソ
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(添付書類) イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名 御埼灯台を守る会 活 動 名 灯台フォ トコンテス ト協賛事業

1 事業命実施内容

Q実施場所 (地域)

赤穂市御崎の灯台周辺地域
③ 実施難問

白 平成 詩 年 4月 1甕
至 平成 31年 2月 28日

① 実施体tll

・団体構成長 10  峯
・          名

報参評″駁甲4群ィァ5名
墓 計     違

0 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施日、内容をご記入ください。)

4月 8翔 (爾 ) 御崎灯台を守る会第 1回例会

4月 24日 〈入)押 崎灯台内部見学会。関係者による内部公開母ため鈴下見

5月 1日 (火) デジタノン版フォトコンテストをWlebで募集覇始

iti:11t11喪 二II:=:■三三二:■1,.1■ ‐11111‐ ■FttII111'I章 主.i■IIIl

5月 13澤 (日 )御 崎灯台を守る会第 2回fFII会。年に一度の竹切 リバーベキュー

httpsiノrwww`ねぼ)borokoconゴ eventsノ 628634787473637ノ

6月 10日 (鶏 ) 御崎灯台を守る会第 3回FIJ会

7月 嗜4理 (圭) 御崎灯台を守る会第4回JII会

9時にきらきら坂の下に集まつて、海岸のゴミ拾いをしながら打ち合わせす轟

7月 17爾 〈k) 海上保安部との打ち合わせ

8月 12猥 (轟 ) 御崎灯台を守る会第 5園例会

9月 5日   デジタノン版フォ トコンテス ト募集終了

9月 電8爾 絹 )   御崎灯台を守る会第 6回例会。業者さんとベンチ&道標鈴設置
馨i痒 =轟まi.‐二、》亀 筆奪P健

9月 19日 〈火) 業者による灯台湾透草/1jり

10月 5ロ   デジタル版フォ トコンテス ト入賞作品発表。

御崎カフェにて展示会。12月 末まで。
:干 フシス維λ 轟霧守壌只諸 身撼籍

11月 17(上)18(日 )御崎スタンプラリー 鵜錢青難陽 姦裁亀

御崎活性化委員会と共催で灯台周辺のスタンプラリーを実施

17猥 夜にlまイフツヒメ神社境内でキャンドルナイ ト&ライプ

httpsitlttte.mu/todaigaokJぜn2bdb167お 147?magattne_key=me4fe181盛5b轟





，
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2 事業実施命成果≧今後命課題

参 事業実施の成黒

当初予定していた灯台周辺の整備:ま1質調に行われ、道標とベンチままたいへ島好評で、釘

台を訪れる人も増えた模様である。ただ周選に人気が無いので、どれだ:すの人が実難:≧

灯台を講れているかは不明である。
たまたまメンバーが訪れた時に観光客がいれば、議を霧くことができるというレベルで

轟る。

デジタノン販アォ トコンテス ト‡こついて鐘、予定通 り難bサイ トで募集 し、当場 S轟 意を

終了としていたが、昨年夏難大変な猛暑であり写真を撮 摯鍾行く霧が難 しいと義要菫予

あり、参月 5鶏 まで難 日を延長 した。結果:ま素晴らしい写真を選ぶことができ、1重 麗薫

までパネル印Iljし た作品を御鋳カフェ 1階で展示 した。

灯台内部会轟まま保安庁が開催不可能とのことで、検討義結果、当纂灯台で行 う予定で轟
つたキャン ドルナイ トを簿崎活性化委員会主鍵のスタンプラジーイベン トと共催で、イ

アツヒメ神社箕内で開催 した。

の 今後の課題

元々、舞埼灯台を守る会:ま、姫路海上保安部かわ灯台轟念 轟記念事業製してフォ ト票ン

テス トをやることになり、関連イベン トで地元参人織撼持参簿ぎたい≧警ヽう議籍受ζま量

として有志が集まつて結成 したも参である。
しかしながら大変残念なこと:こ、保安部と赤穂市の担業者浄t代わ警、撮業されていた館

台内部公関は不可能といわれ、私たちの地元受け塁 ≧して鍛存在意義事まなくなつて じま
つた警

すでに実施 していた灯台周還整備 とデジタル販フォ ト=ンテス ト:ま予定選 攀終了 漂た

が、来年以降のllT台 を守る活動まま不可能だと疑断し、地元で主ち上げ織準備をしていた

御鋳活性化委員会に合流することにし、共溺で御鋳地エスタンプテF― ≧キャンドルナ

イ ト&テイブ願ンサー トを実施 した。これは多数参市民罐 光客が講れ大虞轟で轟つた幸

数年度以降:ま獅埼灯台を守る会は解散 し、メンバー有志まま舞鋳地区活性・fa委員会≧馨て

活動することになりました。



ν
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(添付書類)

イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

1.無象書等の写し、又は収入及び支鶏を現確に確認できる書類を添付してくだ碁警L。

2.支援対象経費:こは*を記載参こと

(内容)

会員寄付

支援金

(金額)

39,4春4

179,0参参

(内容)

率 I爾運翼整壕鍾装露麺

清掃用道具

等、ゴミ蓑、鎌等

ベンチ

道標

伐採業者依頼

*Iア ォ トコン費舞I

Web作成メンテナンス

写真華Ell躍紙、インク

展示用機材等

賞轟

*I記念甕イベン≫糠
スタンプラリー分難金

スタンプラリーチテシ

企画費

*振込手数料

6,07<D/

::::8チ

zals@/

20,0000/
15,0000/

*【計 81,7601

，

，

　

３

３

　

，

，

，

，

５

５

　

３

　

　

３

５

７

３

10,∞00/
*【計 75,520】

218。404

50,∞00/
8,640⊂)/

*【計 58,6401



(添付書類) イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名
音楽療法研究会ほっとたいむ

活 動 名
ミュージックセラピーコンサー ト

(介護予防)

1 事業の実施内容

① 実施場所 (地域)

○伊里公民館 (備前市)

○上郡生涯学習センター (上郡町)

② 実施期間
平成 30年 11月

平成 31年 1月
15

27

日

日

③ 実施体制            予鼈 シ鰈 米恣亀鍮5棘 :   ~~~
・団体構成員   0 名 ・一般参加者150名  ・ボランティア    名

生 二 ____墨 計     名

④ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施 日、内容をご記入ください。)

《第 4回ほつとたいむ MTC in備前》
OH30年 5月 15日 :備前担当者との打ち合わせ

開催 日時 :平成 30年 11月 15日 午後 1時 30分～

場所 :備前市伊里公民館
賛助出演依頼 :伊里歌声サークルの皆さん

協賛 :伊里生活文化振興会、備前市地域包括センター

○チラシ・プログラム作成 (8月 )

原本作成 :稲家 印漏J:稲家
OH30年 10月 19日 :伊里公民館長さんとの打ち合わせと会場下見

当日の日程、準備について

会場設営の計画

○コンサー トにむけての練習 :毎週火曜日10:00～ 12:00 赤穂中央公民館
○本番実施 日 :平成 30年 11月 15日 (本)13:30～15:15

備前市伊里公民館 大集会室
○内容 :プログラム参照

《第 4回はつとたいむ MTC in上郡》
OH30年 6月 1日 :上郡担当者 との打ち合わせ

開催 目時 :平成 31年 1月 27日 午前 10時 30分～12時
場所 :上郡生涯学習センター 大ホール

賛助出演依頼 :平家コーラスの皆さん

○チラシ 0プログラム作成 (9月 )            ´

原本 :稲家作成
ヤマミチ印Eljさ んへ印刷依頼 (10月 初旬・11月 末完成)

○上郡生涯学習センターさんへ会場申し込み
上郡高齢者大学の皆様へのチラシ配布依頼
上郡地区各公民館、社会協議会様へのポスター、チラシ配布依頼

○平家コーラスさんとの合同練習 :平成 31年 1月 17日 午後 1:30～高田公民館
○本番実施 日 :平成 31年 1月 27日 (日 )10:30～12:00

上郡生涯学習センター 大ホール

○内容 :プログラム参照



事業実施の成果と今後の課題

Φ 事業実施の成果

○備前市でのコンサー トは初めてだったので、どれぐらいのお客様に来ていただけるのか
心配だつた。 しかし、地域包括支援センター・公民館認知症予防講座 とほつとたいむと
の協働でコンサー トを開かせていただけたので、満席となった。参力日していただいた皆
様 と一緒に体操 したり歌つたり、楽器を鳴らしてもらつたり等して、『音楽で楽しく』を

実感 していただけた。

○珍しい楽器 (ト ーンチャイム)に触れていただき、大変喜んでいただけた。

○歌いながら体を動かすこと (手拍子や卵マラカス等で)に よつて、楽 しみながらの脳 ト
レーニングとなつた。

〇懐かしい歌 (昭和の歌)を歌 うことで、音を回想 し、懐かしみながら歌を楽 しんでいた
だけた。

○各会場ともアンケー トをとらせていただき、参加 していただけた方ほぼ全員から、「誤蕪
予防」明図トレーニングJ「懐かしい思いJ「すつきりした」などの反応があり、効果を感
じた。

② 今後の課題

○それぞれの地域 (高齢者の方を中心に)の方々に、「ほつとたいむミュージックセラピー
コンサー ト」(参加型コンサー ト)の開催をどのように声かけし、知っていただけるのか、
どのように広めていけばよいか等、広報活動が課題である。

○高齢者の方々が足を運んでいただける会場、場所の選択、開催 目の設定 (特に時期の考
慮)

○それぞれの地域の参加者様の年齢層に合わせたプログラム構成の検討

○アンケー ト結果による要望に応えていきたい。



(添付書類)

イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

1.領収書等の写し、又は収入及び支出を明確に確認できる書類を添付してください。
2.支援対象経費には*を記載のこと

収 入 支 出

(内容)

市より

(金額

¥144,000 /
(内容)

会場費率、

印311製本費蒸

消耗品費毒
齢ミプ 票́ヒt・ 掃費)

楽器活動費逃

講師料榮、

(金額)

¥12,000 1//

¥57,864■ /

¥5,2763/

¥58,860毎 /

¥10,000撃 ″

合  計 ¥144,000 / 合  計 ¥144,000′



量菫

(添付書類) イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名
赤穂市テニス協会

備前市テニス協会
活 動 名 東備西播テニス交流大会

1 事業の実施内容

実施場所 (地域)

赤穂海浜公園テニスコニ ト

② 実施期間
平成 30年 7月 22日

③ 実施体制
,団体構成員   7名 ・■般参加者   23 名 ボランテイア ニ約'L名

・外部 コーチ  3名 見学者 (子供の両親等) 約 20 名 計   約 50名

④
‐
事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施 日、‐内容をご記入 ください。)

平成 30月 4月 21日   第一回実行委員会 (交付申請に向けた打合せ)

平成 30年 4月 21日   イベン ト等事業推進支援 審査会出席

平成 30月 5月 2日   第二回実行委員会 (募集要領等打合せ)

平成 30年 6月 5日   大会募集開始

平成 30年 6月 20日   大会募集締切 :

平成 30年 6月 23日   第二回実行委員会 (当 日の役割分担等打合せ) .
平成 30年 7月 8日   雨天→予備 日ヘ

平成 3o年 7月 22日   テニス交流大会実施

実施時間 9～ 15時
(内容)

① 午前はテニス教室開催              ‐

② 午後は交流試合開催         |
平成 30年 7月 22日  .第四回実行委員会 (参力日者及び収支まとめ等)

一
）



2 事業実施の成果 と今後の課題

l① 事業実施の成果
‐ 東備西播定住自立圏民間イベント事業として、「東備西播テニス交流大会」を実施 した。

本年も赤穂市テニス協会及び備前市テニス協会との共同運営により開催 したも

今年度は、当初実施予定日であつた 7月 8日
・
が大雨となり開催 日を7月 22日 に順延 した

ため参力日が少なくなった。

人数が若千少なくなったものの、ジユニアを中心した、外部のテニスコーチを招いたテ

ニス教室く交流試合及び 「サーブによる賞品当てイベン ト」の実施により、参加者に好評

を得た:.           :|         ■          ヽ

今後も参加者の増加に取り組み、東備西播地域の活性化に取 り組んでいきたい。

② 今後の課題

今年度:まt大雨の影響がありt

は好評を得た。

参加人数が減少 したもののイベントは充実し、参加者に

本テ■ス交流大会は、年 1回の開催のみであるので、他の大会とどう連携 させてジュニ

アのテ■ス人口を増や していくかを検討 していきたい。
→赤穂市民体育祭大会、赤穂オァプンシングルス大会にジ三ニアの部を作 り大会運営を

実施 しジュニアの部の活性化を図る。



イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

〔内容)

参加料 500X23組
支援金

(内容)

*コ ー ト代および

設備使用料
*ボール、賞品代
*外部コーチ代

*参加者への飲み物

(熱中症対策)

*各協力者 日当等

*障害保険

15,000.―

49,80″
′

50,000/
9,12/

133,419.弓 133,419蔦

1.領収書等の写し、又は収入及び支轟を理難鍾難認できる書類を添付してください

2.支援対象経費には*を記載のこと

様式第 6号 (第 13条関係)

収    入 支    出

/11,500。 イ

121,919プ∠

(金額)

⊂
Ｃ

Э
η

長

上

合  計 /  合  計



購
．

(添付書類}

イベント等事業実施報告書

爾体墓 赤穂軟式野球梅‐会‐ 講議墓 書:妙・・..雫守事‐書妙:書撃妙|‐‐‐琴や守
菫、薔事業吟実施内容

①実筵場所 〔地域)

赤穂城薦緑地野球場

②実施1難1甕  ‐|

自‐‐平成 30年 9月 1_舞

至 1平成 30年 9躍 黛葬

=‐

奎ボテンテ|■||す |‐ 瑾

「菫
=■

|■ ■11‐ ‐1参 争轟

鼈等主な実菫藝、賽蓉をご轟入く|だ|き |ヽヽ

|～‐平成 8参 年 9月 末(4驀)  ●■|‐ ■

■ ■ ■ ■ ■
■ ■ ■ |||■ ■

‐
■ ● 1■ |              .           ‐ _.

神遷会■平成‐3や年
=1舞

菫〇要〔金)赤穂市民会館 第3会議室 午後.=時‐

「
.TSl「

大会‐1事‐成tO年 ケ蝿|■ 轟(土}|‐■1平成轟9年 参躍2弄 (毒 争



露事1業実施め成果と今後の課題

V

魯事業実筵赫成果

琴1事1大‐会轟1轟|す
.番|=tll与 ■て款式野球苧学校技術交轟111轟:羹‐事票1暴■
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(添付書類)

イベ ント等 事 業 収 支 決 算 書

収  入 支   出

/

／
ご

(内 容)

定住 自立圏支援交付金

各協会負担金

(金額 )

144,000円′

53,503円

(内容)

・審判員経費

1日 目 (6試合)

(赤 )

5,000円 × 6名 薫30,000円
:

(上)       .
5,000円 × 6名 =30,000円

2日 目

(赤)

3,000円 ×

・役員交通費

1__1≧

4名 =12,000F守
′ 〆

|― 已

/

(、 %:霧ボちらま奮
2,,lT

(金額)

ホ92,0/円

/

大会関係者 昼食代 20,300門 2

プログラム作成

/
tF L500H 3

飲み物 釆 3,26島 年

通信費 ギ2,460≦  じ

・球場費 輩6,60σ門 撼

ウダイス費

/
ギ19,ooo円 ▽

会議費 爽5,4004 8

雑費( ボール・商品他)
渫38,9:  9

合  計 197,503子ち 合  計 197,503円



島  ・

(添付書類) イ ベ ン ト 等 事 業 実 績 報 告 書

団体名
赤穂市地域活動連絡協議会

活 動 名
「あこうオレンジソボンキャンペ

ーン2018親子ふれあい広場」

1 事業の実施内容

Φ 実施場所 (地域)

赤穂ハーモニーホール
② 実施期FH5

自
‐

平成 30年 4月  1
至 平成30年 12 月

日

31 日

③1実施体制
・団体構成員  5  _名
・ ____   名

下般参加者__■00  名 |ポランテイア 20   名
名

④ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施日、内容をご記入ください。)

小ホール

ゆかいなコンサー ト 歌のお姉 さん&マジック

赤穂小学校金管バン ドクラブ

展示室

遊びブースは、手作 リゲーム (フ エワニパニック・魚釣 り、屋台ごつこ、本の実のクラフ ト、

児童虐待防止啓発メッセージボー ド作成、パズル など

トランポ リン体験、竹 とんぼつ くり

キャン ドルつ くり

啓発グッズのマスクとチラシの配布、

赤穂城 ライ トアップ

ン
・・
　

　

一
ヽ

　

（



2 事業実施の成果と今後の課題

① 事業実施の成果

今年は場所を海浜公園から赤穂ハーモニーホールに変更。

より多くの方に子ども虐待防止のオレンジリボン運動を知っていただき、子ども虐待問題に
ついて身近な問題 として提え、地域での子育て応援について考えるきつかけになるように、
子ども虐待防止の象徴である「オレンジリボン」を広める全国的な市民活動として

赤穂市で開催 しました。

Fォ レンジリボン」には、子ども虐待の現状を広く知っていただき、子ども虐待をなくしてい

こう、子どもを救 うため、ひとりひとりにできることを考え行動 しよう、そして虐待を受け
た子どもたちが幸福になれるように、との願いがこめられています。
ファミリーコンサー トや遊びブースにたくさん方に参加 してもらい

児童虐待防止の啓発を行 うことができました。

上郡|ま、児童館にポスターを掲示 し、コンサー トチケットを30枚 (親子 60名 )配布

備前市は、子育て学習センタ∵にポスタ‐を掲示し、コンサ∵ トチケット50枚 (親予約 1

00名 )配布いたしました。

② 今後の課題
今後の課題|ま、来年度においては、行政とももつと協力しながら事業ができたらと思います。

″
・）
　

ヽヽ
　
　
＾



(添付書類)

イ ベ ン ト 等 事 業 収 支 決 算 書

収 入 支 出

(内容)

定住イベン ト事業

県政 150周年

NPOオ レンジソボン

自主財源

(金額)

196)000

150,OOO

300,0/00

18,184

/
(内容)

::

~謝
金 l

材料等消耗品.

会場費 /

郵送料 (備前・上郡案内)

ボランティア交通費 /

保険料「
資料・チラシ 。ポスター,

印刷費

看板・Tシャツ制作費 /

イベ ン ト企画進行委託/

費

音響リース /
食糧費

Ａ麟 計 664,184/ 合  計 s64,184 / / /

1.領収書等の写し、又は収入及び支出を明確に確認できる書類を添付 してください。

2.支援対象経費に:ま *を記載のこと
領収書等の写し、又は収



菫4
(添付書類) イ ベ ン ト 等 事 業 実 績 報 告 書

団体名 おすそわけCaね てとて 活 動 名 おすそわ‡`ナCafeて とて

1 事業の実施内容

魯 実施場所 (地域)

赤穂市

③ 実施体制

9実 施期間

白 平成 30年 4月  1澤
至 平成 31年 3月 13日

∫ヤ7ん
・団体構成員    5条  崚一般舞 覇者  9～ 轟モ)轟  奎ボテンテ ィ́ア ●～ 10名

名  ・          堪 計  2～ 60名
④ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施 日、内容をご記入 ください。)

月 3日程度、コミュニテノずカアエを開催 し、そのうちの 1置 を認無症カフェや自主イベン ト
の開催 日としました。また、認卸症啓発ノイベントエブース参驚 しました.

【コミュニティカフェ】
内容 :ア ロマハン ドトリー トメントが体験できるカフェとして、来られた方々:こ よる「思いや

り」「笑顔J「香 り」「知恵」のおすそわけできる場所を提供 しました。来られた方のお

話から、はちみつと言えばホットケーキを焼いたり、育てている野菜を使つてお料理し

たり、バレンタインにはチョコレー トフォンデュをしたリヒ′ました。

開職理 :4月 11、 2懸 日/5馬 9、 23、 30日 /6月 13、 27園 /7賢 11、 25魏 /3月 8霧 /9
月 5、 26田 //19月 10、  24日 //11月 14、 28轟 //12月 12日 //1月 2黛 圏//2月 13、

27日 /3月 13、日 (全 22回)

参加入数 :2～15基 程度  〕/多

fiF I■ .:

【認知症カプェ曇
内容 :本の紹介や相談、体操などをし、認知症についての啓発活動をしました。
開催澤:4′周4爾 /5月 2園 /7月 4爾 /3月 1圏 /19月 3爾 /11月 丁日/1違 月 5日 /1月

9諄 /鬼 月慇理 (全 9爾)

参加入数 12～ 15基 程度 ■ 1

番白主イベント曇
◎5月 6日  『認知症Xア コマ慮
内容 :①認知症のおままなし～認知症になつても安心して暮らせる街に～

講師 :作業療法士 藤井孝枝
②認無症鍮予鋳 緩゙稀に効果鍋とされるアロマオイルなついて

講師 :二本永子
参加人数 :17名

◎9月 12爾  『認無症X救急 鰺鋳災爵
内容 :①いざという時、あなたならどうしますか?

講師 :救急救命士 宍戸淳二

②アロマベンダントつくり体験
参加人数 i16墓



◎3月 も爾 『認無症サポーター養成講座 inて とて』

内容 :◎認知症サポーター養成講座
～認知症のことを知つて、認知症の方にやさしいひとになりませんか～

講師 l作業療法士 鍛治実

参加人数 I最 ご饉墓

|イ ベじ惨 蒔甕優
1◎ 月 2皐 澤 除 UN伴 2018 inあ こう基にブース参加

内容 づ志援旗の作製、アロマペンダン ト作製、ア漂マハンドトリー トメン ト体験、認知症関連

の本母紹介、認知症の権談など。

参加人数 i50名程度

れ 織 ヽ上 藤 4ヽ亀 熱 僕 み 羅 た敬 i奮 ./き か らすよ〔tぷζlは 論 轟 疇

PPU N借 加 び≧ 1い 根 Lち 遺 l・ ヽも 場 奇oすやス っ手 傷ヒい さ

4セ ^ィ ベし卜は、を資入ず`》驚Stい 。 (■木さによ電})



2 事業実施の成果と今後母課題

Φ 事業実施仰成果

子育てはっとステーションを併設 している古民家 tunaguを 借 りることで、お子様から

お年寄 りまで来ていただき、多世代交流の場にもなりました。

そして、若い世代の方にも、認知症について考える機会を作ることができました。

また大きなイベン ト:こ 参加することによつて、たくさんの方に「おすそわ:す Cafeて とて」の

活動を知ってもらうことができました。

来ていただいたみなさんで、「おすそわをすCafeて とて」力`どんな場所であればよいかなど、

真剣に意見を出し合 うこともできました。多世代で、安心して暮らせるまちづくりを考える

貴重な機会になつたと思います。

② 今後仰課題
自主イベントでは、上郡Fl~、 備前市へ仰周知パ難しかつたです。そのため上郡町、備前市の

方にほとんど来ていただくことができず、残念でしたc

「RUN伴 2018 inあ こうJと いう大きなイベン・卜では、赤穂市での開催でしたが、多方面か

ら来られる方も多かったので、「おすそれけCafeて とて」鈴活動を知つてもらうためにも、
上郡町、備前市のイベントに｀

も積極的に参加していきたいと思います。



収 入 支 出

(内容)

東備 西播定住 自立国民
間イベ ン ト等事業推進
支援金

ボ ランテ ィア災害共済

告Jttlll入 奨励事業補助

金

参加費

自己負担金

(金額 )

1 82 OOO
/

／／
闘

２１

57
/

400

2ダ 1

/

(内 容)

*消耗品費

*保険料

*広告宣伝費

*謝 金

*通品費

*委託費

*会場費

義戒対象外

(金額 )

5 1,

3,

33,
40,

4940‐
0る oo
5ζ 6③
Oごo10
的 0
Й9③
Z90

10,
60,
53,

/
△
回 語4 251, ご 71μ ム́

園 計 251, 871_/

(添付書類)

イ ベ ン ト等 事 業 収 支 決 算 書

1,領収書等の写し、又減収入及び支轟を明確に確認できる書類を添付してください。

2.支援対象経費には*を記載のこと

/ザ%/22



風懸

(添付書類) イ ベ ン ト 等 事 業 実 績 報 告 書

団体名 盈UN伴おこう実行委員会 活 動 名 RUN伴 兵庫 ゴールイベン ト

1 事業の実施内容

① 実施場所 (地域)

赤穂市文化会館、図書館、総合福社会館駐車

場

② 実施期間

自 平成 30年  4月 26日
至 平成 30年 10月 28日

② 実施体制
・団体構成員́   各 堪 。一般参麟者 500 堪 。ボランティア 94 4

名  摯 計  600 名名
一

③ 事業実績 (実行委員会や準備作業の事業実施等の主な実施 日、内容をご記入ください。)

平成 30年 4月 26圏 :実行委員会 企画会議 (以降、月に一回開催)、 会場手配

平成 30年 5月 15圏 :実行委員会 盈UN伴のエン トリー呼びかけ

平成 30年 7月 24爾 :実行委員会 フライヤー作製
平成 30年 9月 5日 : オレンジライ トアップの広報チラシ配布

平成 30年 9月 21目 l世界アルツハイマーデーで赤穂城隅櫓オレンジテイ トアップ

平成 30年 1◎ 月 19間 l実行委員会 企画仰最終確認 ルー ト確認

平成 30年 10月 鵞7爾 :実行委員会 前調準備
平成 30年 10月 28日 :事業当日
【研修会】

・救命 (心肺蘇生、AED)
講師 :宍戸淳二氏

・ばくときみ～みんな夢を抱えて～

講師 :竹中正彦氏、ぴ―す&ピース

【ブース出展機
・認矢霧症カプニ
・障がい者就労支援施設
・兵庫県認知症の人と家族の会
籠赤穂市介護者の会
・赤権薬剤師会
蓼相生 。赤格ぷ郡歯科医師会
・兵庫県作業療法士会西播磨プロック
・兵庫県社会福祉士会西播磨ブロック
。赤穂市リハ専問職地域支援協議会
筆福祉躍具関連事業所
IRUN伴  タスキリレー曇

・赤穂市内の介護事業所、福祉事業所でタスキリレーを実施。最終的には兵庫各地のランナーと

合流 し赤穂市文fヒ会館に集結Q

Iゴールセレモニー】
。金管バンド演奏
・赤穂市副市長挨拶
・兵庫実行委員長挨拶
【映画 「ケアニン」の上映会憔
【特別講演会濃
講師 :加藤忠相氏

【オレンジライ トアップ】
当日およびプレイベン トとして 9月 21日 の世界アルプハイマーデーに赤穂城隅櫓をオレンジ

(認知症啓発カテー)にライ トアップ。



2 事業実施の成果と今後の課題

① 事業実施の成果

過去 3年間、国内最大級の認知症啓発イベン トであるRUN伴 (認知症の人 と伴にタスキを

繋ぎ北海道から沖縄までを縦断するタスキ リレー)にエン トリー し、赤穂市内でタスキリレ

ーおよび兵庫県のゴールイベン トを赤穂市にて開催 してきた。

しか し、今まで上郡町、備前市ではRUN伴 :ま 開催 されていなかったため、4年 目である今

年度は、上郡町、備前市にも1タ スキを繋げられるようRUN伴 勢エン トリーを広 く呼び掛け

た。

その結果、今回は上郡町もRUN伴 タスキ リレーに初参加 し、多 くの参加者を得て、町民に

広 く認知症の啓発ができた。そ して、赤穂にもタスキを繋 ぐことができた。 また、ゴールイ
ベン ト (ケ アニン上映会)には赤穂市 140名 、備前市 18名 、上郡町 36名 の参加者があ り、

認知症に関わる専門職だけでなく、一般市民の方に対 し、このイベン トを通 じ、認知症があ

つても誰もがすみやすい地域にするために:ま 自分には何ができるのか、専門職だ|す でなく地

域住民が自分ごととして提え共に考えるキッカケになったと考える。

② 今後の課題

今回、ゴールイベン トに|ま備前からも参加があったが、タスキリレーのエン トリーはなかつ

た。その要因として|ま、県単位で実行委員会が設けられてお り、西日本暴雨災害の影響等も

あり岡山の実行委員会との調整がつかなかつた。

来年|ま今回の反省を活かし、早期から県単位での実行委員会で勢連絡調整を図り、備前から

もランナーを輩出し、上郡、赤穂、備前とタスキを繋ぎたい。

そして、「認知症」をキーワー ドに各市町でシームレスな連携が図れるようにしたい。
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